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「心豊かで、実力のある、自立した
国際人の育成」を教育理念とし、中高
一貫教育を行う茨城キリスト教学園中
学校高等学校。GIGA スクール構想に
先駆けて教育の ICT 化を推進し、生徒
の主体性や思考力を引き出す教育を実
践している。
　2021 年度より中高英語高校数学に
おいて Qureous をトライアル導入し、
授業や家庭学習、ホームルームでの活
用を進めている。

ICT を活用した教育の
“質 ” を高める

　茨城キリスト教学園中学校・高等学
校は、ランドル W. ヴォス先生が校長
に就任した 2018 年度から ICT 化を推
進。電子黒板やタブレット、複数のア
プリケーションを活用した学習を行っ
ている。
「ICT の推進に取り
組んでから 4年。設
備が整い、教員の抵
抗感も薄れてきま
した。今後の課題
は ICT を活用した教
育の “ 質 ” を高める
こと。本校の生徒に
とってより良い学び
方とは何か、どんな
アプリケーションが
合っているのかと議

論を重ねた結果、アダプティブ・ラー
ニングが可能なQureous をトライアル
導入することを決めました」とヴォス
校長。
　導入には二つの狙いがあり、それに
より「生徒に対して “本当のサポート ”
ができる」と期待する。
狙いの一つ目は「教員の働き方改革」
だ。生徒の進路実現に向けた丁寧な指
導を行うためには、授業のみならず補
習・長期休暇中の講習・個別面談など
多くの時間が必要になる。これまで教
員が 1 対 40 でサポートしていた部分
を、「アダプティブ・ラーニング」が
可能なQureous を用いることで効率化
できるという。教員に大きな負担をか
けることなく、個別指導を充実させる
ことができれば、教員にとっても生徒
にとってもメリットとなるだろう。
　実際の授業でも、Qureousを活用し進
度の異なる生徒それぞれに個別最適な

サポートを行っている。高校数学担当
の萩谷大祐先生は次のように説明する。
「多様な生徒が在籍するクラスでは、
上位層と下位層の進度に大きな差があ
ります。これまでは設問を解き終わっ
た生徒が手持ち無沙汰にしている姿も
ありましたが、Qureous 導入後はそれ
ぞれが自分のペースで学習を進められ

ています。また、生徒の学習進捗がリ
アルタイムで分かる Qureous マネー
ジャーにより、教員が困っている生徒
を把握し、すぐにフォローできるのも
画期的です。導入により新しいアプ
ローチが可能となりました」。
さらに、ヴォス校長が二つ目の狙い

として挙げるのがQureous の「アダプ

ティブ」な部分だ。
　「数学や英語は反復練習が大切です。
土台がきちんと作られなければ、それ
から先の理解ができません。土台が欠
けていると、いつかどこかで必ず響い
てくる。Qureous による、生徒一人ひ
とりの理解度に応じた技術的な反復練
習と苦手分野のトレーニングで、どん

中・高ともに
Qureousを導入
生徒一人ひとりに
最適な学びを
「県内トップクラスの ICT 教育の実践」を目指し、高等学校では 2018
年度から、中学校では 2021 年度から生徒一人一台のタブレット所持
体制をスタートさせた茨城キリスト教学園中学校高等学校。Qureous
導入の先に見据える、個別最適な学びのあり方について 4 名の先生
に話をうかがった。

授業での導入例 -中学 -
学年：中学 2年生／科目：英語／単元：不定詞と動名詞
単語練習 10 分
定期試験の解説　20 分
　この日の授業は定期試験の解説を
行った。家庭学習として、生徒には
定期試験の問題を解き直して来るよ
うに指導。教員は生徒の解答をラン
ダムに紹介し、各設問の解答とポイ
ントを説明していく。

Qureous による演習　20 分
　Qureous に切り替え、不定詞の単
元に取り組む。書き込みや選択式の
設問だけでなく、4 技能を横断的に
学習できる Qureous の特徴を活か
して、生徒は自分のペースで学習を
進めていく。タブレットに向かって
声を吹き込んだり、音声を聞き取っ
たりと、アクティブに取り組む生徒
の様子が伺えた。

　Qureous では、解答した設問に自
動的に○ × が表示される。間違った
箇所をその場で把握でき、自分に不
足している部分を意識しながら次の
設問に進むことができる。単元のす
べての設問をクリアすると王冠マー
クが示されるため、ゲーム感覚で取
り組む生徒も見受けられた。

中学の各教室にも電子黒板を設置。ICT を
活用した授業を展開している

タブレットを活用することで、スピーキング・
リスニングの技能も演習できる

学習を終えた単元には王冠が。見える化される
ことによりモチベーションが上がるようだ
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ランドル W. ヴォス先生

高校 2年担任／
理科担当

大橋 由佳先生

高校 1年担任／
数学担当

萩谷 大佑先生

ICT 推進委員
中学 2年担任／

英語担当
白倉 雅先生

授業での導入例 -高校 -
学年：高校 1年生／科目：数学Ⅰ／単元：図形と計量
Qureous を用いて前回の復習　10 分
　授業は前回の復習からスタート。
Qureous の「ワークブックモード」
で配信された設問に取り組む。教員
は生徒の解答状況が一覧できる「先
生用管理ツール (Qureous マネー
ジャー )」を確認し、生徒の理解度
をリアルタイムで把握。苦戦してい
る生徒がいればアドバイスを行う。

新しい単元の説明　25 分
　教科書を使用した講義に戻り、新
しい単元の説明を行う。予習が難し
い単元だからこそ、Qureous を用い
た復習を授業の冒頭に行った。生徒
への指名を交え、前回の内容と紐づ
けながら授業を進める。タブレット
と教科書を併用したメリハリのある
授業からは、生徒たちが集中して取
り組んでいる様子が伺える。

演習　15 分
　教科書の節末問題を演習。早く解
答し終えた生徒から、Qureous の設問
に取り組む。ここでも教員は「Qureous 
マネージャー」を活用し、学習進捗
を確認しながら個別フォローを行う。
生徒一人ひとりが解答に要する時間
は異なるため、Qureous の導入によ
りそれぞれの進度に合わせた指導が
できるようになった。

タブレットに計算式を書き込みながら設問を解い
ていく。生徒の手元にも○×が表示される

教科書を用いた授業も、Qureousでの復習により、
新単元の学習がスムーズに進んでいく

学習進度が異なる生徒が集まるクラスでは、
生徒同士が教え合う機会も増えたという



どん土台を積み上げていけることは、
生徒の今後にも必ず役立つと思いま
す」。苦手やつまずきのある生徒に手
厚いサポートをしながら、習熟度が高
い生徒を伸ばす指導ができる。そんな
個別最適な学びこそが、同校が目指す
質の高い ICT 教育だ。

Qureous で
主体性と基礎学力を育む

　活用を進める中で、導入前には想定
していなかった効果もあったという。
ホームルームでの活用もそのひとつ
だ。高校 2年担任の大橋由佳先生は、
生徒に 1 日 30 分、Qureous に取り組
むよう指導している。朝学の時間や家
庭学習で取り組む生徒が多いが、大橋
先生はQureous マネージャーで全員の
学習時間をチェックし、毎日夕方にリ
マインドの声かけを行っている。
　「定期試験などの目標に向かって頑
張れる生徒はいますが、基礎学力をつ
けるための反復練習に意義を見いだせ
る生徒はそう多くありません。担任
として、生徒には真の学力を身につ
け、進学・就職後も活躍してほしい。
Qureous で頑張りや取り組みが見える
化されたことで『最近できていないよ』
『頑張っているね』と声かけができる
ようになりました。今後の進路指導や
生活指導につなげていければと思って
います」と話す。
　さらに同校では、推薦入試で進学が
決まっている高校 3 年生への指導に
も、Qureous を活用している。生徒が
自分の苦手分野に取り組めることや自
宅学習が可能なことから、高大接続の
ための活用を決めた。

　「高校は、大学に生徒を入学させる
ことが仕事ではありません。本当の高
校の仕事とは、生徒が将来、社会で活
躍できる力を身につけさせることだと
思います。難関大学に合格してホッと
するのではなく、大学に入ってからさ
らに成長ができるよう、土台となる力
を身につける指導をしなければなりま
せん。Qureous を活用して、生徒が主
体的に基礎学力を伸ばせるよう指導し
ていきたいと考えています」。ヴォス
校長はQureous のさらなる活用にも意
欲的だ。

発達段階に合わせた
学びで生徒を伸ばす

　同校では、中学英語においても
Qureous をトライアル導入している。
現在は一部クラスにおいて段階的な導
入を進め、授業内での活用方法を検討
しているという。
　「中学生も一人一台のタブレットを
所持していますが、使用できるのは授
業中のみ。生徒にタブレットの持ち帰
りを許可していないため、Qureous 英
語の全ての機能を使いこなすのは難し
い状況です。こういった制約がある
中、あくまで授業の中で、
効果的に使う方法を実践
していこうというのが現
段階です」。こう語るの
は、同校の ICT 推進委員
で、中学 2 年の担任・英
語担当の白倉雅先生。現
在想定しているのは、そ
の日の授業で学んだ文法
を Qureous で学習すると
いう活用方法だ。

　「私が担当するクラスでは、授業の
後半に Qureous 英語を用いた演習を
行ったことがあります。生徒は迷うこ
となく使い始め、『使えない』という
生徒はいませんでした。解説が丁寧で
わかりやすく、4技能を横断的に学べ
る点も良いですね。自動採点で次へ次
へと進めるため、生徒たちが集中して
取り組んでいる姿が印象的でした」今
はまだ導入期ということもあり、教員
間で情報共有をしながら使用方法を模
索しているというが、タブレットの持
ち帰りについても議論に上がっている
という。
　「導入前は、生徒たちがどれだけ使
えるのかという不安もありました。し
かし実際に使っている様子を見ると、
もう少し柔軟に、持ち帰りを広めても
良いのでは？という機運が高まってい
ます。特に中学生の ICT リテラシーを
どう伸ばすのかは、さまざまな考え方
があると思います。保護者や生徒にも
きちんと説明しながら、発達段階に合
わせた個別最適な学びを充実させてい
きたいと思っています」と白倉先生。
同校が、ICT を活用した教育の “ 質 ”
をどのように高めていくのか、その今
後に注目したい。

生徒の声
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いつでも手軽に勉強ができる。 新出単語がいっぱいあるので、
理解を深められる。

項目がしっかりと分けられているので
自分が勉強したい所を効率良く勉強出来る。

英語を 1日に少しでも取り組もうという
意識が持てるようになった。

毎日最低30分は英語を勉強するようになった。 Qureous をやって、授業中わかることが増え
た。


